
























































































































































































































































































































































「甘いへんのう、 、 、 、 の匂いと、囁くような衣摺れの音55」という描写がみられるが、「少年」では、それらは


























そして管見の限り、この定義が最初に言語化されたのは、テオフィル・ゴーティエ（Pierre Jules Théophile 






いる。そして、ボードレール（Charles Pierre Baudelaire, 1821-1867）は「現代生活の画家」（Le Peintre 






























包むのではなく、直接皮膚へべったり、 、 、 、 と滲み込む文身いれずみの一種だ。―そう思って眺める時、到る所の飾

















































































そしてそこには、彼女があの時分好んで装ったさまべな衣裳やなりかたち、 、 、 、 、 が、奇抜なものも、軽快

































































































































































































24 千萬子、谷崎宛、昭和三十三年七月二十四日（同『谷崎潤一郎＝渡辺千萬子 往復書簡』）、九十二頁 
                                                  
 - 161 - 
 
                                                                                                                                                                        
25 谷崎、千萬子宛、昭和三十三年七月二十七日（同）九十四頁 
26 「婦人の時間 この人この道 谷崎潤一郎」（インタビュー於熱海富士屋ホテル、一九六二年十二月六日Ｎ
ＨＫ総合）を執筆者が書き起こしたもの。 
27 「私の見た大阪及び大阪人」（「中央公論」、一九三二年二‐四月）、第二十巻三五八頁 




































47 斎藤前掲論。  
48 「饒太郎」（「中央公論」、一九一四年九月）、第二巻四〇五頁 
49 井上健「谷崎潤一郎におけるデカダンスと〈生命〉―ド・クィンシー、クラフト＝エビングとの出会いを中
心に―」（「『国文学解釈と鑑賞』 別冊［生命］で読む 20 世紀日本文芸」一九九六年、至文堂）、野口武彦
『谷崎潤一郎論』（中央公論社、一九七三年）、河野多恵子『谷崎文学と肯定の欲望』（文芸春秋社、一九七六
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61 初出は l’Artiste、一八五八年。この後ピンク色の紙に印刷されて、Le Journal des Dames and Messager 
des Dames et des Demoiselles の購読者にサービスとして配られ、この「再発見」の後、最初に英訳された
のは、管見の限り、一九九三年のことである。（The Painter of Victorian Life: a Study of Constantin Guys= 
Peintre dela Vie Moderne / with an Introduction and a Translation of Bandelaine’s Peintre de la Vie 
Moderne, by P.G. Konody ; Ed., C. G. Holme.） 
62 テオフィル・ゴーティエ、鈴木啓二訳「モードについて」（「現代思想」二十二（十四）、一九九四年十二月） 
63 初出は Le Figaro、一八六三年（執筆されたのは一八六〇年）。De la Mode の Le Peintre de la vie moderne
への影響は、既に指摘されている（Ed Lilley, Art, Fashion, and the Nude: A Nineteenth-century 
Realignment; Denis Hollier, R.Howard Bloch, A New History of French Literature）。ボードレールはゴ
ーティエの作品を確実に読んでおり、Le Peintre de la vie moderne には、ゴーティエの De la Mode で示
されたファッションと美についての洞察を発展させた形が認められるという。 












、 、 、 、
した不恰好のフランネルの服（執筆者注：和服）なんかに
くるまって
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87 鷲田清一「意識の皮膚 ファッションと身体」（『身体モード論』、京都造形芸術大学、二〇〇三年） 
88 『痴人の愛』第十巻二二三‐二二四頁 
89 『蘆刈』（「改造」、一九三二年十一月‐十二月）、第十三巻四八五‐四八六頁 
90 山田前掲書 
91 『痴人の愛』第十巻一八〇‐一八四頁。この部分は、新聞での連載が打ち切られる直前に掲載された分で（一
九二四年六月十二日）、挿絵では布を巻きつけて裸足で踊っているように描かれているナオミの姿に、文章
から読み取れる程の迫力もセクシャリティも感じられない。しかし、この二日後の六月十四日で連載が打ち
切られたことを考えると、直接の原因であったかどうかは別にしても、当時の社会にとって、この描写がそ
れ程までにセンセーショナルであったということだろう。なお、引用部分の最後の一文は、新聞連載時には
「見ると彼女は、意外も意外、マントの下に一糸をも纏っていませんでした。」となっていて、もともとはあ
った「意外も意外」というフレーズには、ナオミの強すぎるセックスアピールに対する読者の反応を考慮し
た、ある種の緩衝材としての役割がもたせられているとも考えられる。 
92 賀川豊彦「衣裳の進化とその心理」（『改造』、一九二二年二月） 
93 鷲田前掲『モードの迷宮』 
